
  第Ⅲ章 ｜ 合意形成や情報発信に向けた取組 

 
４．ホームページの更新 

本節では、今年度実施したホームページの更新内容について整理し、今後の展開につ

いて述べる。 

 
（１）コンテンツの更新 

ＰＶ、イベントの報告など新たなコンテンツを順次格納し、サイトのアップデートを

行い、地権者、県民・市民に情報発信の充実を図った。 

更新項目及びスケジュールは、以下のとおりである。 

 

【更新項目】 

第１回 Ｈ29年度ＰＶ「普天間未来予想図 緑の中のまちづくり編」の追加 

第２回 イベント開催報告 

（宜野湾市立図書館におけるイベント、沖縄県トータルリングショウへの出展） 

第３回 緑の中のまちづくり（海外事例編の追加） 
 

【更新スケジュール】 
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（１）－１ 「緑の中のまちづくり」のページの新設 

緑のもたらす効果をグラフや図によりわかりやすく紹介した。 
昨年の海外の事例（シンガポール）の動画もこのページ内に格納した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
（１）－２ イベントの開催報告 

８月に宜野湾市民図書館で開催したイベントと 10月にブース出展した沖縄県トータ

ルリビングショウの開催結果を会場風景、展示内容、来場者属性、アンケート集計結果

を抜粋して来場された方や初めて見る方にも概略がつかめるようにまとめた。２回のイ

ベントの開催時期が１か月半弱と近かったため、ページの作成と更新は同時に行った。 

 

  

動く！を削除 

バナー「緑の中のま
ちづくり」を新設 
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①イベントその１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

イントロのコピー 
今年２回開催したこと、体験型の
イベントであることの紹介 
アンケートによる来場者の生の声
の紹介があることを伝える 

イベント展示内容を写真とコピー
で分かりやすく掲載 
既存のページがある場合にはリン
ク先を明記して誘導を図る 

来場者の属性を居住地と年代で紹
介 

会場内で集まったアンケート（フ
リーアンサー）で集まった声を集
計したものを紹介 
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②イベントその２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イベント展示内容を写真とコピー
で分かりやすく掲載 

来場者の属性を居住地と年代、職
種で紹介 

会場内で集まったアンケート（フ
リーアンサー）で集まった声を集
計したものを紹介 
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（１）－３ 緑の中のまちづくり（海外事例） 

「緑の中のまちづくり」ページの中の新たなリンクボタンを設置し、海外事例紹介ペ

ージを新設した。 

オーストラリアの事例を今年度のイベント（図書館）でのアンケート回答上位（自然、

緑、水、安心安全、人が集まる、賑やか、元気、楽しい）の視点で捉え、跡地利用計画

のなかで緑の中のまちづくりに活かせそうなアイデアを、写真を中心に分かりやすく紹

介するページとした。 
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（２）今後の展開 

今年度までに毎年コンテンツの更新を行いながら、中身の充実を図ってきた。現状の

サイトで見られるコンテンツは以下のとおりである。 

・未来のまちＶＲ（動画） 

「中央エリア」「北側エリア」「南側エリア」 

・動画で見る普天間未来予想図（中間取りまとめ） 

・緑の中のまちづくり（海外事例動画もあり） 

・模型で見る昔の風景（字宜野湾・字神山まちま－

い体験報告含む） 

・ゆめのあるぎのわんみらい（児童生徒絵画コンク

ール受賞作ギャラリー） 

・県民の声（地権者、市民の活動紹介、体験イベン

ト紹介、絵画コンクール紹介、跡地利用計画提案

コンペ受賞作紹介） 

・中南部都市圏駐留軍用地跡地利用広域構想 

・跡地利用に伴う経済効果 

・関連リンク 

・中間取りまとめ（英語版） 

 

情報発信・意見聴取を目的として、今までに制作・実施してきたコンテンツが結集し

て格納されており、言ってみればアーカイブとしてのサイトとなっている。地権者や地

元の若手の方々の活動も紹介されているので、普天間飛行場跡地利用の概要を知るため

に役立つ内容が揃っている。 

例えば、地元の小中学生の学習参考資料、一般の方や地権者に使いやすいようＰＤＦ

データでの出力も対応可能にすることや、普天間飛行場について初めて触れる方にも一

通り把握できるよう、ガイド的な機能をもたせてユーザビリティを高めていくことが考

えられる。 

また、スマートフォンやタブレットなどＰＣ以外での環境でも見られるようレスポン

シブレイアウト対応も考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
■レスポンシブ（例） 

ＰＣ画面 スマートフォン画面 
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